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編 集 後 記
以前カラ 本欄 或イハ各種ノ医学雑誌ニテ 私ハ医界ノ諸問題二就テ色々ノ理屈ヲ並ベテ来
タガ 私ノ如キ者ガ雑誌ノ片隅デ不平ヤ意見ヲ述ベテ ミタトコロデ大シタ反応モ効果モナイデア
ロウ事ハ自覚シテ居ルガ 物云ワヌハ腹膨ルルワザデ 黙ツテ居 レナイ性分デアル.然 潔全 ク効
果ガナイ トモ云エナイ点モアル.時勢ノ為メカモ知レヌガ.
私ノ・ 昭和32年8月3日ノ日本医事新報二 大学病院ガー般保険医療機関二組入レラレタ事二
就テ ソノ不合理ヲ強調シ 又 同誌ノ昭和32年10月5日号二 健保 ト大学病院ノ診療 トノ関係
二就テ 大学教授ガ甚ダ無関心デァル事ヲ指摘シ ソノ関心ヲ呼ビ覚マソウトシタ
福井赤十字病院機関誌ノ昭和34年1月号二 私ハ 日本ノ医療制度ガ極メテ乱雑デアル事 例
エバ性格ノ異ツタ医療機関ガ甚ダ多数二存在シテオ リ 保険診療 トノ関係モ雑多デアル事ヲ述ベ
コレラバ統一セラレルベキデアル ト云 ツタ 又 勤務医ノ待遇改善 ヲ要望シタ コノ事ハ ソ
ノ後モ機会アル毎二訴エテイル.又 皮科 ト泌尿器科 トノ分離ヲ主張シ 更二同誌 ノ昭和35年1
月号ニテハ文部省科学研究費ガ僅カデアル事 厚生省ノ役人ガ医者ヲ牛耳ロウトシテハナラヌ事
等ヲ述べタ 新潟県医師会報百号記念号(昭和33年)二医学 ト保険診療 トノ関係二就テ記シ 両
者ハ勿論同一ノモノデハナイカラ ソノ間二溝ガアルノハ当然デアルガ 然シ密接ナ関係ガアル
カラ 何 トカシテ ソノ溝ヲ埋 メルヨウニセネバナラヌ事 ソレニハ医学ニタズサワル者ガ協力
シテ 医療制度 ノ根本的ナ改革ヲ必要 トスルデアロウト述べタ.又 交部省二医務課モ病院課モ
ナイノハ不都合デアル ト云ツタ.
ソノ後モ主二日本医事新報 医学通信 本欄等二於テ 「医界雑感」的ナ意見ヲ書キ綴 ツテ来タガ
ソレラノ主張ノ内容ガ 少シヅツデハアルガ 実現ノ方向二進ソデイルヨウニ思 ワレル.コ レ
ハ私ノ発言ガ効果 ヲ挙ゲタ ト自賛スルッモリハナイガ 全ク無意味デアツタトモ云エナイデアロ
ウ 若シ多 クノ人達ガ根気ヨク ソノ主張ヲ発表スルナラバ 効能ハ確カニ挙ガル事 ト思ワレル.
沈黙ハ金 ト云 ウコトワザハ 或ル時代ノ或ル条件下二於ケル ズルサヲ含ンデイルヨウダ.ト
ニ角 医界ノ諸問題ヲ ザツクバラソニ論ズベキダ(昭和38年3月).




3.入会申込みは氏名(フ リガナ),住所(雑誌郵送先),勤 務先,職地位,自 宅開業の別,
送金方法等を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1.原 稿 の種 類 は綜 説,原 著,臨 床 報告,そ の 他,寄 稿 者 は年 間 購 読 者 に 限 る.
2.原 稿 の長 さは制 限 しな い が 簡潔 に す る.
3.原 稿 は横 書 き,当 用漢 字,平 仮 名,新 仮 名使 い を 用 い,片 仮 名 に は括 孤 を 要 しな い.
字 詰原 稿 用 紙 を用 い,附 表,附 図 はな るべ く欧 文 にす る こ と.
4.文 献 の書 式 は次 の如 くす る.著 者 名:誌 名,巻 数;頁 数,年 次 .










8・原稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部.
